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 中期（３年間） 

経営目標 

短期（今年度） 

経営目標 （１／３） 
目標達成のための手立て 評価指標 

自己評価 学校関係者評価 改善計画 

3月 

評価 
結果と課題の説明 

3月 

評価 
意見等 改善案 

確
か
な
学
力 

自ら学びに向

かい、これから

の社会を生き

抜く学力を身

に付けた児童

の育成 

基礎的・基本的な知識

及び技能を習得させ

る 

・言語技術に係る資質・能力の育成をねらう

朝の「ことばの時間」の指導内容及び方法

を確実に実施できるようにする。 

・個の学習状況の実態に応じた学習内容の工

夫により、学力の向上をねらう「One Up 

Time」の学習内容及び方法を確実に実施で

きるようにする。 

・個の習熟度に応じた内容で学習課題に取り

組む「eラーニング（タブレットドリル）」

の各学年の算数科の全ての単元内容の問題

を確実に実施できるようにする。 

・認知機能の育成をねらう「コグトレ」を「One 

Up Time」と連接させ、継続的に実施できる

ようにする。          【教】 

★①標準学力調査において、１

回目の平均通過率を、２回目

の平均通過率で５pt上回る。 

★②「ことばの時間」「One Up 

Time」「 e ラーニング（タブ

レットドリル）」「コグトレ」

の内容及び方法の実施率

100％達成する。 

★全国学力・学習状況調査の結

果分析を踏まえた取組の工

夫を全ての学年で教科指導

及び帯タイムの学習で行う。 

 

 

 

  

自らの学びを振り返

らせ、思考力・判断

力・表現力を高めさせ

る 

・対話の後や授業の終わりに振り返りを書く

時間を必ず設ける。 

・単元末には、単元全体を振り返る時間を設

け、有効だった学習方法を明確にし、次の

学習へ繋げさせる。 

                 【研】 

★①振り返りの視点をもって、

振り返りができる児童 80％

以上（児童アンケート） 

★②「主体的で対話的で深い学

び」に関するアンケートで、

できていると判断できる児

童を80％以上（児童アンケート） 

 

 

 

  

豊
か
な
心 

た
く
ま
し
い
体 

多様な関わり

の中で、相手

も自分も尊重

し、よりよく

生きようとす

る児童の育成 

校内や家庭、地域等に

おいて、相手を思いや

り、他者の役に立つこ

と等で、自己肯定感を

高めさせる 

・そうじの終わりに反省会を行い、無言掃除

とすみずみまでそうじをする意識化を図

る。 

・無言ですみずみまでそうじをする児童の表

彰を行い無言そうじの機運を醸成する。 

・自分から挨拶（レベル３）をする児童の表

彰を行い、校内や家庭、地域で挨拶の機運

を醸成する。 

・学級や学年集団、及び全校の児童集団の関

係性を高め、集団に対する貢献感、適合感、

仲間意識を実感させる体験的で協働的な教

育活動の工夫・改善を図る。  

・校内の教育相談体制の充実を図る。  【生】 

★①「無言ですみずみまで掃除を

している」と回答する児童90％

以上（児童） 

★②「無言ですみずみまで掃除を

している」と判断できる児童

90％以上（教師） 

★①児童アンケートにおいて「自

分から挨拶できる（レベル３）」

と回答する児童を 85％以上にす

る。 

★②「自分にはよいところがあ

る」と回答する児童85％以上 

★③暴力行為、いじめ、長欠児童

に係る諸問題について、昨年度の

数値と比較して好転化する。 

 

 

 

  

自分の健康に気を付

け、基礎体力の向上を

図らせる 

・体力つくりカードを活用して、体力つくり

への意識を高める。 

・体育委員会で、遊びや遊び方の紹介などを

行い、体力向上を意識させる。 

・夏季休業等を利用して、実技研修を行い、

体育科の授業改善を図る。    【健】 

★①新体力テスト（小５）にお

いて 16項目中 8項目で全国

平均を上回る。 

★②児童アンケートにおいて

「体を動かすことが楽しい」

と回答する児童を 80％以上

にする。  

 

 

  


